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静 同 地 学 第 61号 (1990)

磐 の気象(その2)

森 伸一九磐田南高校地学部付

はじめに

私たち磐田南高校地学部は本誌第 54号 (1986年 11月)に「磐田原台地の気象Jを投稿した。しか

し、まとめの段賠でデータ不足やデータ処理の不備、考察についても不明擦な点がいくつか生じたた

め 86年以降も観測を継続し、 89年 9月今までの成果をまとめることができたので、ここに紹介する O

1 .学校局辺の気湛分布

a.測定範囲と

は一辺約 3kmのほ

の方法で測定し 1，-0 

① 東海道線の線路から北に 2.9km、

北 2訪Omおき

中心となる O そして次のような三つ

に1.6km西に O.6kmの長方形内に

一人が 10~13 カ ち、

はひか

たの には測定点、につき、高さ 1mぐらいのところ

O 

② J I を ひ o f也 と同じ)し と

は①②とも 16 ろ し;'0

③ どをお借りし 、16 し を

っくり 自 と した。(自

かないので 8 させ につき
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どで った ど

を までひろ

きなかった。しかし、①②の

国 l と

~十2.rcと風の い日の

4.冬の (国 2) 

ヵヨ、 〉はそれ

た。こ はよく jっから

5. 〉の測定(②ひ

をあげることができなかった。また 88 は自

タをとったがこれも らしきものが く

ータチェックに

87. 5 . 9 ----9 .14 
88. 6 . 10 ----10. 7 
89. 5 .12---7 . 8 

さ る

とくらべると加茂川

しユ。

しJo

)に し

になった。

C 

1 . 1明 と との の は 2

~30Cであっ O 買は 3 をの

ぞきすべて学校より高い気漉となり、冬は

より低い所、高い所がみられた。これに

より測定の基点とした学校の百葉箱がある

所は夏は涼しく冬は媛かな所であることが

わかった(この傾向は今之浦にある

デー夕、憂はほぼ同じだが冬は学校の

方が 1ocほ2子高いことからも確認できた)。

2.夏 3田の

し、今回

(図 1) 0 

ら

と

と

3. 87 

は ほぼ同じ傾向を示

は高いと思われる

と

は

った。

I1 

14日の測定の時

も測定した。風速5m/s

を境にそれより強い自と弱い日とで澱

点、と学校との気温差を調べると、強い日

は、 o.rc~十 2.50C、弱い白は o .8
0

C 

さくなる傾向がみられた。

l 

ユ所の方が西側の より めを示した。こ

〉アも加茂川

は1tl!.の

に測定した時も開じであった。これは台地の切り割りのような所の方が低地より

ためかなr原因を考えたが推測の域をこえない。

6.気温の高低は溺定点、の下の地面の状態、(アスフアルト されないか、
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図 2

さ

よる

ブアノレト

ると

との気温差分布(冬)

87.12.18 
--88. 5 .23 

2自の平均

つ
} 

し〉カ〉'-

ータ(1.5 n1と6n1の

O~1. 5m 

日 げも日 も

しく る)こと 治〉つ 1'-0 

図ヰ AB沿い

と

密 3

測定路線は 5本あるが、 A話、 CDの 2測隷の

を国 4のに示す。 I.今之浦、 K.加茂

)11交叉点、点線は今/浦)11と加茂川、

まりない

。C

十 2

ヰ
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タをとっ

O それによると高さに

くなること、アス

きな差がでる(日かげに

CD沿い

と



2.視

学校の屋上から密 5に示すように 14備の自標物を決め、毎日 3回(朝 8: 10ごろ、昼 12: 45ごろ、

夕日:50 ごろ)観測し、それらの見え方を 0~3 の 4 段階で記録した (0 :みえない、 1.ややみえ

る、 2:みえる、 3:よくみえる)、 86 年 9 月 1 日 ~89 年 8 月 31 日までの観測結果をまとめると次の

ようになった。

① 視程と季節の関係……冬が特によく秋@春@ついで夏のJI買だが 16km以内の近距離では順位の

もみられた。

② 視程と時刻…… 0~3 の段階値の度数比を求めると中距離(10~30 km)は朝が、遠距離(30km 

以上)では夕が 3の度数の割合が多かった。しかし時刻ごとの平均視程でくらべると近、中距離

は昼がよく遠距離は夕がよい傾向になった。

L 
{ー/・・-ヘ¥
麗短後の山 (30.0km)

M 
fー~\

~t高後の高い山 (48.0kml N 

/"-¥ 
富士山(107.0km)

日

K 
-----九-¥¥

北高後の!底い出 (22.5km)

B 
♂

/

 

懇罰北議(1.3kml

G 

近く書(1.3kml t~て
C アンテナ右の壊兜 (3.3kml

F 

海岸鎮近くの建物 (5.3kml

図5 視程の目標物

③ 図6に各目標物ごとの患の視程の段階債の度数比を示した。これからもわかるように距離の割

に浜松方面(浜松の建物、三万原台地)の視程が悪い。そこでこの原因について考えてみた。そ

の方法として、磐田南高校より西約 12kmの所にある浜松測候所(目標物の浜松の建物は測候所

より南高側にある)の視程のデータをお借りして今回の結果と比較してみた。(澱候所での観測方

は全方位を見渡し最も見通しの悪い方位の見透し距離を 1日3自記録している0)結果は

高校で浜松の建物や三方原の山々が視程 Oのとき測候所の視程も 10km以下である O しかし一

原の視程ム 2は測候所の視程が 10kmをこさないとでていないのに浜松の建物では 10km以

下でも視程上 2を示すことがあり差がみられた。また学校屋上の風向と視程との関連を調べて

みた(表 1) 0 4地点とも西風の時が一番視程がいい。次に北風の時は浜松の 2地点、と他の 2地点

とには差がみられた。以上から浜松方面の視程が悪いのは北風の時他にくらべて悪い。すなわち
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④ 磐田から

(新

⑤天気変化と

がどう

くなる時より良く

を悪くする局地的

え方は冬は 2日にほぼ 1

3自に 1

りに 1c:J:.っ

た。その

あるものと れる O

にすると 6日に 1

る)

それぞれの日

2 )次のこと

こるとき朝から

あった。

しい。 にお

277 I 2.51 I 2.50 I 2.7 

l的 I0 . 67 I O. 56 I 0 . 6 

o . 43 I 0 . 15 I O. 15 I 0 . 2 

こるときの らタに こるときよりも げしい。 、ヤマノ 2.8 

km り>- 山..16kmま ところ しく るのに

変化 フ .. 3.3kmとE、 ランドホ ノレ 。3.1km で るO 以前に

した i、 、 F、 く も につい えそう と/ぷつ 1<...0 
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2 に伴う平均視程の差(上段: 下段: タ)

A B C D E F G 日 J K L M N 

-0.05 。… 0.07 0.26 -0.22 0.17 0.07 0.12 -0.15 

司王;:
… 0.17 -0.05 

清→とま
笈'lニZρZ -0.41 -0.11 -0.18 -0.33 -0.37 0.37 -0.11 -0.55 -0.33 0.11 -0.03 

-0.25 。。。-0.75 -l.5 -0.75 … 0.75 -0.75 -0.25 -0.25 0.25 
日青→関

な 。。 。… 0.2 -0.2 0.2 む 。-0.4 -0.2 。
る -0.28 -0.29 0.05 -0.57 -0.24 -0.33 -0.19 -0.19 -0.57 … 0.66 -0.57 -0.57 0.33 -0.1 

とま一→雨 。-0.72 -0.93 -0.43 -0.29 0.07 -0.65 … 0.21 -0.29 -0.29 0.14 0.07 

0.17 0.04 0.06 0.25 0.37 0.59 0.56 0.06 0.34 0.11 0.11 0.05 9 

良
主主→晴 。。。 0.22 0.35 0.22 0.22 -0.04 0.26 0.17 0.05 0.26 0.13 。

0.4 0.3 l.4 l.6 l.4 
F 

l.2 2.2 2.4 2.0 l.8 l.4 .. ~ 

雨→靖

出し
な 。。 2 2 2 。。。 O 。。
る 0.69 0.52 0.35 0.78 0.95 0.96 0.87 0.87 0.61 0.26 。

雨一→とま
0.67 0.4 0.27 0.8 む.67 0.67 0.47 。 0.27 0.47 0.6 0.6 0.07 。

表中の、ゴシックの舗は、

るo (天気が悪くなったのに、

しているとき)

いところである。また下線部のある値は、異常であると思われるところであ

の績を示しているときと、 くなったのに、 の舗を示

おわりに

5年間にわたる らの視i程についてはおおよその{頃向をつか

ことができた。しかし、その原閣を科学的に調べることはむずかしく、その方法をみつけだせない

いる O ま

かった。 90

について

のように磐田原台地全体の観測結果を出したいとも J思ったがそこまで測定できな

は一昨年からはじめた道路沿いの風の吹き方について観測している O 気象観測の方法

くだされば幸いである O

なお今回

をもとに
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